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 令和８年度庁議報告事項 

 第６回庁議（２０２６年６月２３日）   地域支えあい推進部地域包括ケア推進課 

                       

【件名】 

健幸ポイントを活用した健康づくり促進のための実証事業について 

 

【要旨】(目的・内容・対象・時期・今後の方向等） 

健幸ポイントを活用した健康づくり促進のための実証事業について、令和７年度、令和

８年度（２か年）の応募状況ならびに令和８年度実施内容及び令和７年度実施状況につい

て報告する。 

 

１ 令和７年度、令和８年度の応募状況 

（１）募集期間 

＜令和７年度＞ 令和７年７月２０日～８月２０日 

＜令和８年度＞ 令和８年４月２０日～５月８日 

（２）申込方法 

Ｗｅｂもしくは申込用紙にて 

（３）応募人数 

＜令和７年度＞ 

 

 

 

 

（人） 

＜令和８年度＞ 

                                   コース合計 アプリ 活動量計 Fitbit 

募集人数 １，０００ ８００ １００ １００ 

応募人数 ３，９５４ ３，４８４ １４４ ３２６ 

（人） 

（４）参加者の決定方法 

各コースとも募集人数を上回ったため、コースごとに抽選を行った。 

（５）参加年齢層内訳及び男女比 

＜参加年齢層＞ 

    令和７年度 令和８年度 

４０～６４歳 ５２６ ３９３ 

６５歳以上 ４７４ ６０７ 

（人） 

＜男女比＞ 

    令和７年度 令和８年度 

男 ３９３ ４４２ 

女 ６０５ ５５８ 

（人） 

 コース合計 アプリ 活動量計 Fitbit 

募集人数 １，０００ ８００ １００ １００ 

応募人数 ２，２８９ １，８９７ １３８ ２５４ 
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（６）令和７年度から令和８年度への継続参加に関して 

① 継続                 ７３３人 

（令和８年４月１日～６月１５日にデータ送信もしくは各種測定実施者数） 

② 令和７年度中は動きあり        １５８人 

③ データ送信及び各種測定履歴なし    １０２人 

④ 辞退                   ７人 

※②③については、早急に参加勧奨を実施する。 

 

２ 令和８年度事業実施について 

（１）健幸ポイントの付与期間、交換期間 

（２）健幸ポイント付与内容 

   体組成・血圧の測定、区役所でのイベントへの参加、毎日の歩数に応じてポイン

トを付与（昨年度と同様） 

（３）健幸ポイントの付与限度、使用方法 

   健幸ポイントは参加状況により６,０００ポイント以上貯めることも可能（ただ

し、ナカペイポイントへ交換できる上限は６，０００ポイントまで） 

交換方法は健幸ポイントからギフトコードへ変換し、ギフトコードをナカペイア

プリに入力してナカペイポイントに交換することで使用可能となる。交換方法につ

いてはアプリやホームページで周知するとともに説明会も実施する。 

 

  

 

 付与開始日 付与終了日 交換期間 

令和７年度 

参加者（継続） 

令和８年４月１５日 令和９年２月２８日 ①  ９月１５日～３０日 

② １２月１５日～３１日 

③  ３月１５日～３１日 令和８年度 

参加者（新規） 

令和８年６月１５日 

（１）ＫＰＩ達成率 

３ 令和７年度 実施状況 

（１／１～３／１０歩数データのある人） 

※運動不充分層とは、新規参加者のうち、ベースライン歩数が６５歳未満の参加者で８，０００歩未満、

６５歳以上の参加者で６，０００歩未満の者をいう。 
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（２）歩数の変化 

・開始前と比較し３か月目以降の１日の平均歩数は、５，０００歩未満が２３％から

１１％に減少した。（図１） 

・運動不充分層では、平均で約２，０００歩

増加し、開始後２か月目の伸び幅が、約２，

３００歩と最も大きい。特に６５～７４歳で

は約３，０００歩増加している。（図２） 

 

・２０２５年１０月～１２月の歩数データ

で、平均歩数６，０００歩達成者は、属性別

では男性が８１．４％、女性が７４．１％、

７５歳以上の平均歩数６，０００歩達成率は

６７％であり、向上の余地がある。（図３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 

図１ 

図３ 

＜運動不充分層の歩数変化＞ 
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（２）Well-Being指標 

事業参加によって「生きがい」「幸福度」「精神健康度」が有意に向上しており、

健幸ポイント事業への参加が一定の効果があったと考えられる。 

 

（３）参加者の声 

 ・歩くことが楽しくなった 

 ・毎日の歩数を気にするようになった 

 ・この事業に参加することで、自分が  

運動不足で筋肉量が少ないことに気 

づくことができた。これをきっかけ 

に体力向上を目指したい 

・歩くことでポイントがもらえるスト 

レートさが、外出するモチベーショ 

ンにつながり、会社をリタイヤした 

立場にはとても良く、参加出来て良 

かった 

・夫婦で挑戦して、会話が増え、お互 

いの体調を気にするようになった 

 

 

 

４ 今後のスケジュール（予定） 

   令和８年６月下旬以降～ アプリ未ログイン者等への参加勧奨 

   令和８年７月中旬    未ログイン者（参加規程により）への退会通知 

繰り上げ当選者選定 

   令和８年８月以降    繰り上げ当選者への通知 

 

 

 


